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『
英
草
紙
』
第
三
篇
「
豊
原
兼
秋
音
を
聴
き
て
国
の
盛
衰
を
知
る
話
」（
以
下

「
豊
原
兼
秋
」）は
、
中
村
幸
彦
氏
に
よ
る
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
（
以
下
「
新

編
全
集
」）頭
注
（
１
）
に
あ
る
よ
う
に
、「『
太
平
記
』
中
の
人
物
を
登
場
さ
せ
、『
警

世
通
言
』（
ま
た
は
『
今
古
奇
観
』）
所
収
の
「
兪
伯
牙
摔
琴
謝
知
音
」
に
筋
を

借
り
、
著
者
の
音
楽
の
知
識
を
盛
り
込
ん
だ
作
品
」
で
あ
る
。

「
豊
原
兼
秋
」
の
あ
ら
す
じ
を
以
下
に
示
す
。
後
醍
醐
帝
が
隠
岐
に
配
流
さ

れ
て
い
た
頃
、
後
醍
醐
帝
の
臣
下
豊
原
兼
秋
は
、
笙
の
演
奏
に
よ
っ
て
帝
の

復
権
を
予
知
し
、
再
び
後
醍
醐
帝
の
臣
と
な
っ
た
。
元
弘
三
年
の
秋
、
兼
秋

は
、
伊
予
国
に
宣
旨
の
使
い
と
し
て
赴
い
た
帰
途
、
琴
を
通
じ
て
木
樵
横
尾
時

陰
と
出
会
う
。
兼
秋
は
、
時
陰
が
演
奏
し
た
曲
の
心
を
言
い
当
て
た
こ
と
に
感

心
し
、
時
陰
と
義
兄
弟
の
契
を
結
び
、
翌
年
の
同
日
（
八
月
十
五
日
）
に
再
会

す
る
こ
と
を
約
束
し
、
都
に
帰
っ
た
。
翌
年
、
兼
秋
は
約
束
の
日
に
時
陰
を
訪

ね
る
が
、
既
に
時
陰
は
故
人
で
あ
る
こ
と
を
時
陰
の
父
か
ら
知
ら
さ
れ
る
。
兼

秋
は
時
陰
の
墓
前
で
琴
を
奏
す
る
。
そ
れ
を
聞
い
た
村
人
は
退
屈
な
演
奏
だ
と

嘲
笑
し
、
兼
秋
は
、
琴
を
理
解
す
る
も
の
が
い
な
く
な
っ
た
の
を
悟
り
、
琴
を

叩
き
割
る
。
そ
し
て
、
兼
秋
は
、
時
陰
に
な
り
か
わ
っ
て
時
陰
の
両
親
に
孝
行

し
、
時
陰
の
父
母
の
最
期
を
看
取
り
、
自
ら
は
法
体
と
な
っ
た
。

原
話
で
あ
る
白
話
の
「
兪
伯
牙
摔
琴
謝
知
音
」（
以
下
「
兪
伯
牙
」）
は
、
兪

伯
牙
と
鍾
子
期
が
琴
を
通
じ
て
義
兄
弟
と
な
り
、
翌
年
の
再
会
を
約
束
す
る

が
、
翌
年
、
伯
牙
が
子
期
を
訪
ね
る
も
、
子
期
が
既
に
故
人
で
あ
る
こ
と
を
子

期
の
父
に
知
ら
さ
れ
、
琴
の
断
弦
の
後
、
伯
牙
は
子
期
の
両
親
に
孝
行
す
る
と

い
う
話
で
あ
る
。
琴
に
よ
っ
て
義
兄
弟
の
契
を
結
び
、
木
樵
の
死
後
に
断
弦
す

る
と
い
う
点
、「
豊
原
兼
秋
」
が
「
兪
伯
牙
」
に
話
の
大
筋
を
借
り
て
い
る
こ

と
は
確
か
で
あ
る
。

両
話
の
関
係
に
つ
い
て
、
麻
生
磯
次
氏
「
讀
本
の
發
生
と
支
那
文
學
の
影

響
」（２
）

は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

�

こ
の
兩
話
に
於
て
も
筋
書
の
完
全
な
一
致
を
見
る
の
で
あ
る
。
卽
ち
原
話

の
兪
伯
牙
と
鐘
子
期
と
の
關
係
を
豊
原
兼
秋
と
横
尾
時
陰
と
の
關
係
に
引

直
し
た
に
と
ど
ま
る
の
で
あ
る
。

「
豊
原
兼
秋
」
は
、「
兪
伯
牙
」
の
登
場
人
物
を
替
え
た
だ
け
で
、
話
の
内
容

は
同
一
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

一
読
す
る
と
、「
豊
原
兼
秋
」
は
、
確
か
に
原
話
の
「
兪
伯
牙
」
と
全
く
同

一
の
筋
の
物
語
の
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
事
情
は
そ
う
単
純
で
は
な
い
。

「
兪
伯
牙
」
は
、『
列
氏
』「
湯
問
」
に
見
え
る
兪
伯
牙
と
鍾
子
期
の
「
知
音
」
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の
故
事
を
題
材
に
し
た
、
友
情
が
主
題
の
物
語
で
あ
る
。
一
方
、「
豊
原
兼
秋
」

の
兼
秋
も
白
話
同
様
に
時
陰
の
両
親
へ
の
孝
行
を
約
束
す
る
が
、
そ
れ
は
時
陰

と
の
友
情
の
み
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
点
に
つ
い
て
、
石
破
洋
氏
「
都

賀
庭
鐘
の
翻
案
態
度
―
『
英
草
紙
』
第
三
篇
に
お
け
る
琴
を
中
心
に
」（３
）

は
、

以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

�

原
據
に
お
い
て
、
風
流
の
政
府
高
官
た
る
伯
牙
が
友
情
の
た
め
に
集
賢
村

に
住
む
よ
う
に
な
る
の
と
、
庭
鐘
が
琴
の
神
祕
・
予
兆
性
を
政
治
に
結
び

付
け
、
政
治
の
未
來
を
予
知
し
、
帝
を
批
判
し
て
山
中
村
に
隠
遁
し
て
し

ま
う
叙
述
を
し
た
の
と
比
較
す
れ
ば
、
兩
者
の
主
題
そ
の
も
の
が
全
く
別

の
も
の
と
な
っ
た
の
は
明
白
で
あ
ろ
う
。

石
破
氏
は
、「
豊
原
兼
秋
」
が
、
白
話
と
は
違
っ
て
、
兼
秋
の
帝
批
判
と
隠

遁
い
う
政
治
性
を
主
題
と
し
た
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、「
豊
原
兼
秋
」
と
白
話

と
の
琴
の
描
か
れ
方
の
違
い
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

�

原
據
の
、
琴
を
風
雅
の
道
に
お
い
て
の
み
捉
え
、
琴
を
媒
に
伯
牙
と
子
期

の
友
情
を
讚
美
す
る
仕
方
は
、
琴
の
重
要
な
意
味
合
い
を
缺
落
さ
せ
て
い

る
の
で
あ
っ
て
、
中
國
に
お
け
る
琴
の
傳
統
と
些
か
ず
れ
て
い
る
が
、
庭

鐘
に
お
い
て
は
、
原
據
と
は
ち
が
っ
て
、
精
確
に
琴
の
意
義
を
把
握
し
て

い
る
。
庭
鐘
の
記
述
こ
そ
和
漢
の
琴
の
傳
統
に
合
致
し
て
い
る
の
で
あ
っ

た
。（
中
略
）
そ
れ
ゆ
え
、
原
題
の
「
兪
伯
牙
摔
琴
識
知
音
」
を
さ
り
げ

な
い
て
い
で
、「
豐
原
兼
秋
音
を
聽
き
て
國
の
盛
衰
を
知
る
話
」
と
も
の

の
見
事
に
す
り
替
え
た
の
で
あ
り
、
琴
を
ば
終
始
「
キ
ン
」
と
訓
ま
せ
た

の
で
あ
っ
た
。

石
破
氏
は
、
庭
鐘
が
琴
の
伝
統
を
熟
知
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
、「
豊
原
兼
秋

音
を
聴
き
て
国
の
盛
衰
を
知
る
話
」
と
題
し
、
政
治
性
を
託
し
た
の
だ
と
い

う
。

丸
井
貴
史
氏
「
方
法
と
し
て
の
二
人
称
―
読
本
に
お
け
る
「
你
」
の
用
法
を
め

ぐ
っ
て
―
」（４
）

は
、「
豊
原
兼
秋
」
の
キ
ー
ワ
ー
ド
「
知
音
」
に
は
、「
音
を
知
る
」

時
陰
と
兼
秋
の
友
情
、「
音
を
知
ら
ぬ
」
後
醍
醐
帝
へ
の
批
判
と
い
う
二
重
の

意
味
が
託
さ
れ
て
お
り
、
友
情
と
政
治
の
二
つ
の
主
題
が
併
存
し
て
い
る
と
論

じ
て
い
る
。

以
上
の
先
行
研
究
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
本
稿
で
は
、『
英
草
紙
』「
豊
原
兼
秋
」

の
主
題
を
題
名
の
意
味
を
解
き
明
か
し
つ
つ
検
討
し
た
い
。

二

本
作
品
の
主
題
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
は
、
主
人
公
豊
原
兼
秋
が
ど
の
よ
う

な
人
物
で
あ
っ
た
か
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
石
破
洋
氏
「
都
賀
庭
鐘

の
翻
案
態
度
―
『
英
草
紙
』
第
三
篇
に
お
け
る
琴
を
中
心
に
」（５
）

は
、「
豊
原

兼
秋
は
周
知
の
人
物
で
あ
っ
た
と
は
思
え
な
い
し
、『
太
平
記
』
に
お
い
て
も

後
醍
醐
の
御
輿
を
か
つ
い
だ
人
々
、
そ
の
後
生
け
捕
ら
れ
た
人
々
の
名
前
が
羅

列
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
兼
秋
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
」
と
述

べ
て
い
る
。
石
破
氏
の
指
摘
す
る
通
り
、『
太
平
記
』
に
お
い
て
兼
秋
が
登
場

す
る
場
面
は
、
巻
第
二
「
主
上
御
出
奔
師
賢
卿
天
子
の
号
の
事
」
お
よ
び
巻
第

三
「
先
帝
囚
は
れ
給
ふ
事
」
の
み
で
あ
る
。
前
者
は
、
後
醍
醐
帝
の
笠
置
臨
幸

に
供
奉
し
た
諸
卿
の
内
の
一
人
「
楽
人
兼
秋
」
と
し
て
、
後
者
は
、
笠
置
没
落

後
、
後
醍
醐
帝
が
六
波
羅
探
題
に
捕
ま
っ
た
こ
と
に
伴
っ
て
捕
縛
さ
れ
た
諸
卿

の
内
の
一
人
「
大
夫
将
監
兼
秋
」
と
し
て
、
名
前
が
挙
げ
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。

『
太
平
記
』
か
ら
は
、
豊
原
兼
秋
と
い
う
人
物
が
楽
人
で
大
夫
将
監
の
地
位
に

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
し
か
わ
か
ら
な
い
の
で
あ
る
。

庭
鐘
が
、
音
楽
が
物
語
の
展
開
に
深
く
関
わ
る
「
兪
伯
牙
」
を
翻
案
す
る
に
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あ
た
っ
て
、『
太
平
記
』
中
で
楽

人
と
し
て
そ
の
名
前
の
挙
げ
ら
れ

る
豊
原
兼
秋
と
い
う
人
物
は
、
主

人
公
の
候
補
と
し
て
格
好
の
存

在
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

『
太
平
記
』
中
の
兼
秋
に
は
、『
英

草
紙
』
第
一
篇
「
後
醍
醐
の
帝
三

た
び
藤
房
の
諫
を
折
く
話
」
で
主

人
公
に
採
用
さ
れ
た
万
里
小
路
藤

房
の
よ
う
に
具
体
的
な
人
物
像
が

あ
る
わ
け
で
は
な
い
し
、『
太
平

記
』
の
物
語
の
展
開
を
左
右
す
る

こ
と
も
な
い
。
そ
の
よ
う
な
人
物

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ

庭
鐘
は
、
兼
秋
を
主
人
公
と
し
た

の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
『
太
平

記
』
と
「
豊
原
兼
秋
」
の
時
間
軸

を
比
較
し
て
み
よ
う
。〈
表
一
〉

に
、『
太
平
記
』
中
の
後
醍
醐
帝

の
行
動
と
「
豊
原
兼
秋
」
中
の
兼

秋
の
行
動
を
時
間
軸
に
沿
っ
て
ま

と
め
た
。

〈
表
１
〉年

『
太
平
記
』
後
醍
醐
帝

「
豊
原
兼
秋
」
豊
原
兼
秋

元
弘
元
年

（1331

）

・
八
月
二
十
七
日
、
藤
房
、
兼
秋
ら
を
伴
い
笠
置
臨

幸
・
九
月
三
十
日
、
笠
置
没
落
。
公
卿
ら
と
と
も
に
捕

ま
る

・
後
醍
醐
帝
の
笠
置
臨
幸
に
付
き
従
う

・
笠
置
が
没
落
し
捕
縛
さ
れ
る

・
俸
禄
を
取
り
上
げ
ら
れ
、
京
都
追
放
。
流
浪
の
身

と
な
る

元
弘
二
年

（1332

）

・
三
月
八
日
、
隠
岐
配
流

元
弘
三
年

（1333

）

・
閏
二
月
二
十
四
日
、
隠
岐
脱
出

・
伯
耆
国
船
上
山
に
御
所
を
設
け
る

（
鎌
倉
幕
府
滅
亡
）

・
五
月
二
十
三
日
、
船
上
山
を
出
発
。

・
五
月
二
十
七
日
、
播
磨
国
書
写
山
へ
行
幸

・
五
月
三
十
日
、
摂
津
国
福
厳
寺
に
逗
留

・
六
月
六
日
、
二
条
の
内
裏
に
遷
幸

・
初
夏
、
還
城
楽
を
演
奏
中
、
よ
き
音
が
出
た
こ
と

か
ら
後
醍
醐
帝
の
開
運
を
予
感
。
都
に
向
か
う

・
後
醍
醐
帝
が
兵
庫
に
い
る
の
を
聞
き
、
兵
庫
に
向

か
う

・
公
卿
で
あ
っ
た
頃
の
俸
禄
に
戻
さ
れ
る

・
秋
、
伊
予
国
に
宣
旨
の
使
と
し
て
行
く

・
八
月
十
五
日
、
伊
予
国
か
ら
の
帰
途
、
讃
岐
国
屏

風
が
浦
で
横
尾
時
陰
に
出
会
う

元
弘
四
年

（1334

）

建
武
元
年

（1334

）

・
正
月
、
諸
卿
の
進
言
に
よ
り
大
内
裏
造
営
を
計
画

・
政
治
に
怠
慢
に
な
り
、
御
遊
に
ふ
け
る

・
佐
々
木
塩
冶
判
官
高
貞
か
ら
竜
馬
が
献
上
さ
れ
る

・
八
月
十
五
日
、
時
陰
を
尋
ね
る

建
武
二
年

（1335

）

・
藤
房
を
失
う
（
九
月
末
頃
か
）

・
北
条
時
行
、
西
園
寺
公
宗
ら
謀
反
。
足
利
尊
氏
に

よ
っ
て
平
定

・
十
一
月
、
新
田
義
貞
を
大
将
に
尊
氏
追
討
を
命
じ

る

・
こ
の
頃
、
山
中
村
に
下
っ
た
か

「
兪
伯
牙
」
に
由
来
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『
太
平
記
』
で
は
、
元
弘
元
年
、
後
醍
醐
帝
は
兼
秋
を
連
れ
て
笠
置
に
臨
幸

し
、
そ
の
後
、
笠
置
没
落
に
よ
っ
て
兼
秋
を
含
む
諸
卿
と
と
も
に
六
波
羅
探
題

に
捕
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
先
述
の
巻
第
二
「
主
上
御
出
奔
師
賢
卿

天
子
の
号
の
事
」、
巻
第
三
「
先
帝
囚
は
れ
給
ふ
事
」
に
描
か
れ
て
い
る
の
で

あ
る
が
、
こ
の
事
件
は
「
豊
原
兼
秋
」
に
次
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
て
い
る（
６
）。

�

豊
原
太
夫
将
監
兼
秋
は
、
元
弘
の
始
、
後
醍
醐
帝
鎌
倉
の
逆
臣
を
避
け

て
、
笠
置
の
岩
室
へ
臨
幸
な
り
し
時
、
諸
卿
と
共
に
供
奉
に
加
は
り
、
御

輿
な
ど

き
た
る
事
あ
り
し
が
、
笠
置
没
落
の
時
、
兼
秋
も
六
波
羅
へ
捕

ら
れ
、
糺
明
せ
ら
れ
し
か
ど
も
、
供
奉
し
た
る
斗
に
て
、
さ
せ
る
罪
科
な

け
れ
ば
、
禄
を
放
ち
て
京
城
を
追
は
れ
、
紀
の
本
宮
に
下
り
て
、
少
し
の

由
緒
あ
る
方
へ
身
を
寄
せ
、
在
る
に
甲
斐
な
き
身
と
な
り
て
、
二
年
を
送

り
ぬ
。

「
豊
原
兼
秋
」
で
は
、
右
の
よ
う
に
、
笠
置
臨
幸
と
笠
置
没
落
を
一
文
に
ま

と
め
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
、
兼
秋
が
俸
禄
を
取
り
上
げ
ら
れ
、
京
都
を
追
放

さ
れ
、
流
浪
の
身
と
な
っ
た
と
い
う
、『
太
平
記
』
に
は
描
か
れ
て
い
な
い
描

写
を
加
え
て
い
る
。

「
豊
原
兼
秋
」
に
お
け
る
兼
秋
は
、
こ
の
後
、
元
弘
三
年
に
笙
で
還
城
楽
を

演
奏
し
、
後
醍
醐
帝
の
復
権
を
予
知
す
る
。
そ
し
て
、
兼
秋
は
、
帝
の
動
向
を

知
ろ
う
と
し
て
京
都
に
向
か
う
が
、
そ
の
道
中
で
帝
が
兵
庫
に
居
る
こ
と
を
知

る
。�

今
宵
主
上
の
事
を
懐
ひ
奉
り
て
調
べ
け
る
此
の
管
、
此
の
比
に
覚
え
ざ
る

妙
な
る
音
の
出
づ
る
事
、
考
ふ
る
に
、
近
頃
主
上
聖
運
を
開
か
せ
給
ふ
事

あ
る
べ
し
。
都
に
い
た
り
な
ば
、
其
の
動
静
の
知
れ
ぬ
事
あ
る
ま
じ
と
、

思
ひ
た
つ
よ
り
心
忙
敷
く
、
其
の
夜
に
旅
の
調
度
と
り
認
め
て
、
明
早
に

本
宮
を
出
で
、
夜
を
日
に
足
し
て
上
り
し
程
に
、
已
に
泉
南
の
地
に
い
た

れ
ば
、
此
彼
に
人
の
打
ち
寄
り
て
、
い
か
め
し
く
語
る
を
聞
け
ば
、
隠
岐

の
帝
、
配
所
を
御
の
が
れ
坐
し
て
、
書
写
に
御
詣
あ
り
、
今
日
し
も
兵
庫

に
仙
輿
を
蹕
ま
ら
る
る
よ
し
を
、
民
の
心
に
も
う
れ
し
げ
に
語
る
を
聞
く

後
醍
醐
帝
が
隠
岐
脱
出
の
後
、
播
磨
国
書
写
山
に
滞
在
し
、
つ
い
で
摂
津
国

福
厳
寺
に
逗
留
し
た
と
い
う
右
の
一
節
も
、『
太
平
記
』
の
筋
に
沿
う
も
の
で

あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
中
村
幸
彦
氏
が
「
新
編
全
集
」
頭
注（
７
）

で
指

摘
し
て
い
る
と
お
り
、『
太
平
記
』
巻
第
十
一
「
先
帝
還
幸
の
路
次
巡
礼
の
事
」

に
詳
し
い
。「
豊
原
兼
秋
」
に
お
け
る
兼
秋
は
、
後
醍
醐
帝
が
兵
庫
に
居
る
こ

と
を
知
り
、
兵
庫
に
向
か
い
、
帝
と
再
会
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
後
、「
豊
原

兼
秋
」
の
中
核
を
な
す
時
陰
と
の
友
情
譚
が
描
か
れ
て
い
く
の
で
あ
る
が
、
こ

こ
ま
で
見
て
き
た
と
お
り
、
作
品
の
序
盤
に
お
い
て
、「
豊
原
兼
秋
」
中
の
描

写
と
『
太
平
記
』
中
の
事
件
は
い
ち
い
ち
照
合
が
可
能
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、

「
豊
原
兼
秋
」
は
、
大
枠
に
お
い
て
、『
太
平
記
』
の
時
間
軸
の
中
に
あ
る
と
思

わ
れ
る
の
で
あ
る
。

三

前
節
で
は
、「
豊
原
兼
秋
」
の
時
間
軸
が
『
太
平
記
』
に
準
ず
る
点
に
つ
い

て
論
じ
た
。
た
だ
し
、
庭
鐘
が
「
兪
伯
牙
」
を
翻
案
す
る
に
あ
た
っ
て
、
豊
原

兼
秋
と
い
う
人
物
を
主
人
公
に
据
え
た
理
由
に
つ
い
て
は
、『
太
平
記
』
に
つ

く
限
り
、
楽
人
で
あ
る
こ
と
を
利
用
し
た
と
い
う
こ
と
し
か
わ
か
ら
な
い
。
木

越
秀
子
氏
「『
英
草
紙
』
第
三
篇
―
蘊
蓄
に
つ
い
て
の
メ
モ
―
」（８
）

は
、「
豊
原

兼
秋
」
に
お
い
て
兼
秋
と
時
陰
の
間
で
琴
に
関
す
る
議
論
が
な
さ
れ
る
が
、
そ

の
議
論
に
お
け
る
知
識
の
も
と
と
な
っ
た
資
料
に
つ
い
て
指
摘
し
て
い
る
。

�「
新
全
集
」
が
指
摘
す
る
蘊
蓄
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
も
の
は
、『
東
雅
』

－�4�－



『
独
語
』
は
別
と
し
て
、
そ
の
他
の
各
書
は
『
楽
家
録
』『
體
源
抄
』
に
も

引
用
さ
れ
て
い
る
。
第
三
篇
の
蘊
蓄
の
多
く
は
『
體
源
抄
』『
楽
家
録
』

に
負
う
と
こ
ろ
が
大
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。

木
越
氏
は
、「
豊
原
兼
秋
」
に
お
け
る
琴
に
つ
い
て
の
知
識
は
、『
楽
家
録
』

と
『
體
源
鈔
』
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
指
摘
す
る
。『
體
源
鈔
』
は
、
周

知
の
通
り
、
室
町
中
期
の
楽
家
豊
原
統
秋
の
著
に
よ
る
楽
書
で
あ
る
。
そ
の

『
體
源
鈔
』
の
中
で
も
、
第
十
三
巻
「
當
家
豐
原
氏
系
圖
事
」
に
は
、
豊
原

家
の
家
系
図
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
以
下
に
兼
秋
の
項
を
抜
粋
し
て
引
用
す

る（
９
）。

出
仕
常
樂
會

十
一
才
時
爲
童
躰

一
者
脩
秋
勅
勘
間
也

兼
秋從上

将
監
元
弘

三
三
八
死
四
十
七

兼
秋
の
没
年
次
に
注
目
し
た
い
。『
體
源
鈔
』
に
よ
れ
ば
、
兼
秋
は
元
弘
三

年
三
月
八
日
に
四
十
七
歳
で
没
し
た
と
い
う（
10
）。
こ
の
事
実
を
知
っ
た
上
で
、

「
豊
原
兼
秋
」
を
読
む
と
、
あ
る
矛
盾
に
気
付
か
さ
れ
る
。
次
は
、「
豊
原
兼
秋
」

冒
頭
近
く
、
兼
秋
が
後
醍
醐
帝
の
こ
と
を
思
い
、
笙
を
吹
い
た
場
面
で
あ
る
。

�

元
来
家
の
伝
あ
り
て
、
音
楽
に
妙
な
り
し
か
ど
も
、
此
の
年
比
の
騒
劇
に

紛
れ
て
、
偶
に
糸
竹
を
操
る
さ
へ
、
か
か
る
漂
泊
の
身
の
故
に
や
、
糸
管

の
音
さ
へ
快
く
出
で
ざ
れ
ば
、
み
づ
か
ら
操
る
に
懶
く
打
ち
過
ぎ
た
り
。

①

元
弘
三
年
の
夏
の
孟
、
清
女
が
更
な
り
と
称
ぜ
し
月
の
比
に
、
心
の
趣

く
事
あ
り
て
、
鳳
管
を
取
り
出
だ
し
、
呂
律
を
調
る
内
に
も
、
当
初
御
遊

に
参
り
て
目
出
た
か
り
し
事
共
を
思
ひ
出
で
て
、
懐
旧
の
涙
つ
つ
み
あ
へ

ず
、
再
び
還
幸
を
拝
み
奉
る
事
も
有
る
や
は
と
、
還
城
楽
を
籟
き
す
ま
し

け
る
に
、
い
つ
に
か
は
り
快
き
音
の
出
で
け
れ
ば

兼
秋
は
、
笠
置
没
落
に
よ
っ
て
俸
禄
を
没
収
さ
れ
て
漂
泊
の
身
と
な
る
。
流

浪
の
身
で
奏
す
る
音
は
濁
っ
て
よ
く
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
傍
線
部

①
「
元
弘
三
年
の
夏
の
孟
」、
後
醍
醐
帝
に
仕
官
し
て
い
た
と
き
の
こ
と
を
懐

か
し
ん
で
笙
を
奏
す
る
と
、
い
つ
も
と
は
異
な
る
快
い
音
が
出
た
の
で
あ
る
。

兼
秋
は
こ
こ
に
帝
の
復
権
を
予
知
す
る
の
で
あ
る
が
、
問
題
は
そ
の
時
期
が

「
元
弘
三
年
の
夏
の
孟
」、
元
弘
三
年
四
月
と
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

『
體
源
鈔
』
に
よ
れ
ば
、
兼
秋
は
元
弘
三
年
三
月
に
没
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、「
豊
原
兼
秋
」
で
兼
秋
が
帝
の
復
権
を
予
知
し
た
の
は
、
そ
の
直
後
の

出
来
事
な
の
で
あ
っ
た
。
庭
鐘
が
『
體
源
鈔
』
を
読
ん
で
い
た
こ
と
は
ほ
ぼ
疑

い
な
い
以
上
、『
體
源
鈔
』
と
「
豊
原
兼
秋
」
の
間
に
存
す
る
こ
の
ず
れ
を
看

過
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
元
弘
三
年
三
月
に
死
ん
だ
兼
秋
が
、「
豊
原
兼
秋
」

で
は
元
弘
三
年
四
月
に
類
ま
れ
な
る
出
会
い
を
果
た
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
、

『
體
源
鈔
』
と
「
豊
原
兼
秋
」
の
間
に
存
す
る
矛
盾
こ
そ
、
庭
鐘
の
仕
掛
け
た

虚
構
の
表
象
で
あ
る
と
と
ら
え
た
い
。
庭
鐘
は
、「
豊
原
兼
秋
」
の
物
語
が
虚

構
で
あ
る
こ
と
を
「
元
弘
三
年
の
夏
の
孟
」
の
一
句
で
読
者
に
示
す
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、「
豊
原
兼
秋
」
の
兼
秋
像
は
、
史
実
の
兼
秋
像
を
離
れ
、
白
話
の
世

界
に
入
り
こ
み
、
庭
鐘
独
自
の
兼
秋
像
を
も
っ
て
物
語
の
中
を
生
き
て
い
く
こ

と
と
な
る
。

四

そ
れ
で
は
、
庭
鐘
の
描
く
兼
秋
像
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。「
豊
原
兼
秋
」
の
終
盤
、
兼
秋
に
よ
る
帝
批
判
の
場
面
を
見
て
み
よ
う
。

�

兼
秋
云
ふ
、「
そ
れ
が
し
所
存
あ
れ
ば
、
一
度
都
に
か
へ
り
、
万
と
り
し

た
た
め
て
、
程
な
く
罷
り
下
り
、
時
陰
に
な
り
か
は
り
、
双
親
の
終
を
見
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と
ど
け
奉
ら
ん
。
其
の
故
は
、
②

主
上
御
位
に
復
し
給
ひ
て
よ
り
、
仮
初

の
御
遊
に
琵
琶
箏
な
ど
弾
じ
さ
せ
給
ふ
に
も
、
燕
な
る
曲
の
み
造
ら
ん
と

望
ま
せ
給
ひ
て
、
こ
と
し
げ
き
世
を
治
め
給
ふ
べ
き
君
に
あ
ら
ず
。
是
、

古
よ
り
伝
へ
い
ふ
、
桑
間
濮
上
の
音
起
り
て
、
国
亡
び
し
と
い
ふ
も
、
此

の
心
な
り
。
③

久
し
か
ら
ず
し
て
、
都
も
又
一
変
す
べ
し
。
我
も
二
君
に

仕
へ
ん
よ
り
は
、
早
く
身
を
潜
め
て
、
天
年
を
楽
し
む
べ
き
所
存
な
り
」

兼
秋
が
時
陰
の
両
親
の
も
と
に
赴
く
の
は
、
後
醍
醐
帝
に
為
政
者
と
し
て
の

器
量
が
な
く
（
傍
線
部
②
）、
い
ず
れ
君
主
も
他
の
誰
か
に
代
わ
る
で
あ
ろ
う

か
ら
、
二
君
に
仕
え
る
よ
う
に
な
る
よ
り
は
、
隠
居
し
て
、
余
生
を
楽
し
み
た

い
（
傍
線
部
③
）
か
ら
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
原
話
「
兪
伯
牙
」
に
は
な
い
「
豊

原
兼
秋
」
の
政
治
性
が
う
か
が
え
る
。
稲
田
篤
信
氏
「
演
義
の
主
題
―
都
賀
庭

鐘
『
英
草
紙
』
考
―
」（11
）

は
、『
英
草
紙
』
が
名
分
論
の
意
識
の
も
と
に
書
か

れ
た
作
品
だ
と
し
た
う
え
で
、「
豊
原
兼
秋
」
の
主
題
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

�

『
雨
月
物
語
』「
菊
花
の
約
」
と
同
趣
旨
の
話
で
あ
る
こ
と
は
一
読
し
て

明
ら
か
で
あ
る
。
名
分
論
の
主
題
は
義
兄
弟
の
信
義
に
尽
く
さ
れ
て
い
る

が
、「
菊
花
の
約
」
の
左
門
が
母
を
捨
て
た
よ
う
に
は
、
兼
秋
は
父
を
捨

て
ず
、
さ
ら
に
時
陰
の
身
代
わ
り
に
な
っ
て
父
に
仕
え
る
。
二
君
に
仕
え

な
い
忠
義
の
臣
下
、
父
に
仕
え
る
孝
子
の
主
題
が
あ
る
。（
中
略
）
音
そ

の
も
の
、
ま
た
琴
を
通
じ
た
交
友
の
話
柄
の
中
に
名
分
論
的
な
モ
チ
ー
フ

が
あ
る
。

稲
田
氏
は
、「
豊
原
兼
秋
」
に
は
、
義
兄
弟
の
信
義
、
二
君
に
仕
え
な
い
忠

臣
、
父
に
仕
え
る
孝
子
の
三
つ
の
主
題
が
あ
る
と
す
る
。
そ
の
う
ち
、
義
兄
弟

の
信
義
と
孝
子
の
主
題
は
「
兪
伯
牙
」
に
由
来
す
る
が
、
稲
田
氏
は
、
庭
鐘
が

「
豊
原
兼
秋
」
に
新
た
に
こ
め
た
も
の
と
し
て
、
二
君
に
仕
え
な
い
忠
臣
と
い

う
主
題
を
指
摘
し
て
い
る
。「
豊
原
兼
秋
」
が
、
臣
下
と
し
て
の
あ
り
方
を
示

し
た
名
分
論
的
作
品
で
あ
る
と
い
う
指
摘
に
は
首
肯
で
き
る
が
、
で
は
、
庭
鐘

が
「
豊
原
兼
秋
」
に
新
た
に
付
加
し
た
名
分
論
的
主
題
は
、
二
君
に
仕
え
な
い

と
い
う
だ
け
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
兼
秋
が
ど
の
よ
う
な
臣
下
で
あ
っ
た
の
か
、

同
じ
く
後
醍
醐
帝
を
主
君
と
す
る
『
英
草
紙
』
第
一
篇
「
後
醍
醐
の
帝
三
た
び

藤
房
の
諫
を
折
く
話
」（
以
下
「
後
醍
醐
」）の
万
里
小
路
藤
房
と
、「
豊
原
兼
秋
」

の
兼
秋
の
姿
を
比
較
す
る
こ
と
で
検
討
し
て
み
よ
う
。

「
後
醍
醐
」
の
藤
房
は
、
臣
下
と
し
て
後
醍
醐
帝
を
三
度
諫
め
る
も
、
聞
き

入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
に
帝
の
も
と
を
去
る
人
物
と
し
て
描
か
れ
る
。

�

藤
房
卿
、
第
に
退
き
て
歎
じ
て
曰
ふ
、「
治
世
の
期
、
吁
や
ん
ぬ
る
か

な
。
今
主
上
智
は
奢
に
用
ひ
、
弁
は
非
を
覆
ふ
に
足
る
。
下
官
不
才
の
言

ひ
動
か
す
べ
き
に
あ
ら
ず
」
と
。
遂
に
自
ら
官
を
辞
し
て
、
北
山
の
下
に

去
つ
て
か
へ
ら
ず
。
帝
驚
き
思
し
召
し
て
、
父
の
宣
房
の
卿
に
詔
し
て
、

是
を
求
め
還
さ
し
む
れ
ど
も
、
④

竟
に
其
の
行
く
所
を
知
ら
ず
な
り
給
ひ

ぬ
。

藤
房
は
、
知
識
弁
舌
を
も
っ
て
諫
め
を
や
り
こ
め
る
後
醍
醐
帝
を
見
て
、
そ

の
治
世
の
終
わ
り
を
予
見
し
、
北
山
へ
去
っ
て
い
く
。
帝
は
、
藤
房
を
呼
び
戻

そ
う
と
、
藤
房
の
父
宣
房
を
藤
房
の
も
と
に
遣
る
。
し
か
し
、
藤
房
は
、
既
に

北
山
を
去
っ
て
お
り
（
傍
線
部
④
）、
後
醍
醐
帝
と
の
関
係
を
完
全
に
断
絶
し
、

隠
遁
し
て
し
ま
う
。
藤
房
の
こ
の
よ
う
な
生
き
方
が
、『
太
平
記
』
巻
第
五
「
正

慶
大
嘗
会
の
事
」
に
お
け
る
宣
房
の
臣
下
の
あ
り
方
を
述
べ
た
「
君
に
事
ふ
る

の
礼
は
、
そ
の
非
あ
る
に
値
つ
て
は
、
厳
顔
を
犯
し
、
道
を
以
て
争
ふ
。
三
た

び
諫
む
れ
ど
も
納
れ
ら
れ
ざ
れ
ば
、
身
を
奉
じ
て
以
て
退
く
」
と
い
う
言
に
基

づ
く
こ
と
に
つ
い
て
は
、
先
に
別
稿
に
お
い
て
指
摘
し
た（
12
）。
藤
房
が
、
帝

の
も
と
を
去
っ
た
の
は
、
帝
を
諫
め
、
聞
き
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
去
る
と
い
う
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帝
の
側
近
と
し
て
の
名
分
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

一
方
、
藤
房
同
様
に
帝
を
批
判
し
、
隠
居
し
た
兼
秋
は
、
ど
の
よ
う
な
生
き

方
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。「
豊
原
兼
秋
」
の
結
末
部
を
引
用
す
る
。

�（
兼
秋
は
）
讃
岐
に
下
り
山
中
村
に
い
た
り
、
老
人
夫
婦
に
つ
か
へ
、
時

陰
に
か
は
り
て
、
其
の
終
を
送
り
、
兼
秋
も
我
が
子
供
を
百
姓
と
な
し
、

其
の
身
は
⑤

入
道
し
て
世
を
見
か
ぎ
り
、
四
国
は
南
朝
心
腹
の
国
な
れ
ば
、

道
の
通
路
自
由
に
て
、
折
節
は
吉
野
の
皇
居
へ
も
参
り
け
る
と
な
り
。

兼
秋
は
、
時
陰
の
両
親
に
仕
え
る
た
め
に
山
中
村
に
下
り
、
二
人
の
臨
終
を

見
届
け
る
。
そ
し
て
、
兼
秋
自
身
は
、
傍
線
部
⑤
「
入
道
し
て
世
を
見
か
ぎ

り
、
四
国
は
南
朝
心
腹
の
国
な
れ
ば
、
道
の
通
路
自
由
に
て
、
折
節
は
吉
野
の

皇
居
へ
も
参
」
っ
て
い
た
。
兼
秋
は
、
法
体
と
な
り
、
後
醍
醐
帝
に
仕
え
る
こ

と
は
な
く
な
っ
た
が
、
藤
房
と
違
い
、
南
朝
と
の
交
際
を
断
絶
す
る
こ
と
は
な

い
。
兼
秋
と
藤
房
の
生
き
方
の
違
い
は
、
名
分
論
に
即
し
、
両
者
の
立
場
の
違

い
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
藤
房
は
後
醍
醐
帝
の
側
近
で
あ
っ
た
が
、
兼
秋
は

一
楽
人
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
は
、
楽
人
兼
秋
は
、
音
楽
を
駆
使
し
て
、

ど
の
よ
う
に
帝
や
政
治
に
関
わ
る
べ
き
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
、

「
楽
」
の
古
典
的
論
書
『
文
心
雕
龍
』
巻
二
「
楽
府
」
を
顧
み
て
お
き
た
い
。

『
文
心
雕
龍
』
は
、
六
朝
の
南
斉
末
か
ら
梁
初
に
成
立
し
た
劉
勰
に
よ
る
総

合
的
な
文
学
理
論
書
で
あ
る
。『
文
心
雕
龍
』
巻
二
「
楽
府
」
に
は
、
為
政
者

と
楽
の
関
係
に
つ
い
て
触
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る（
13
）。

�

⑥

夫
れ
樂
は
心
術
に
本
づ
く
。
故
に
響
肌
髄
に
浹
し
。
先
王
焉
を
愼
み
、

務
め
て
淫
濫
を
塞
ぐ
。（
中
略
）
和
樂
の
精
妙
な
る
、
固
よ
り
表
裏
し
て

相
資
く
。
⑦

故
に
詩
は
樂
の
心
爲
り
、
聲
は
樂
の
體
爲
る
こ
と
を
知
る
。

樂
の
體
は
聲
に
在
り
、
瞽
師
其
の
器
を
調
ふ
る
こ
と
を
務
む
。
樂
の
心
は

詩
に
在
り
、
君
子
宜
し
く
其
の
文
を
正
す
べ
し
。

『
文
心
雕
龍
』
は
、
傍
線
部
⑥
「
夫
れ
樂
は
心
術
に
本
づ
く
。
故
に
響
肌
髄

に
浹
し
。
先
王
焉
を
愼
み
、
務
め
て
淫
濫
を
塞
ぐ
」
と
、
音
楽
は
人
の
心
に
基

づ
く
も
の
で
あ
り
、
そ
の
響
は
肌
や
骨
髄
に
ま
で
ひ
ろ
く
ゆ
き
わ
た
る
も
の
で

あ
る
と
述
べ
る
。
理
想
的
な
君
主
で
あ
る
先
王
は
、
音
楽
が
淫
乱
に
な
る
の
を

防
い
だ
の
だ
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
「
楽
」
論
に
基
づ
く
と
き
、「
燕
な
る
曲
」

つ
ま
り
淫
乱
な
楽
を
好
む
「
豊
原
兼
秋
」
の
後
醍
醐
帝
は
い
か
に
君
主
と
し
て

の
資
質
を
欠
く
人
物
で
あ
っ
た
か
、
そ
の
不
器
量
の
ほ
ど
が
浮
か
び
上
が
っ
て

こ
よ
う
。

『
英
草
紙
』
に
お
け
る
『
文
心
雕
龍
』
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
つ
と
に
中
村

幸
彦
氏
「
新
編
全
集
」
頭
注
（
14
）

の
指
摘
が
備
わ
る
。

�

兼
秋
彼
が
言
ば
の
俗
な
ら
ざ
る
を
聴
き
て
、
船
端
に
出
で
て
、「
い
か
に

樵
夫
、
糸
の
音
を
聴
き
て
興
あ
り
と
は
、
聞
く
べ
け
れ
ど
も
、
琴
の
品
、

曲
の
趣
を
知
る
に
は
あ
ら
じ
」。
樵
夫
云
ふ
、「
我
知
ら
ず
し
て
心
を
と
ど

め
ん
や
。
⑧

詩
と
楽
と
は
一
躰
両
名
、
音
を
楽
と
し
、
詞
意
を
詩
と
す
。

大
人
の
弾
じ
給
ふ
琴
の
音
は
、
今
の
世
に
伝
わ
る
隋
唐
の
音
に
あ
ら
ず
。

（
略
）」

中
村
氏
は
、『
英
草
紙
』
中
の
傍
線
部
⑧
の
部
分
が
、『
文
心
雕
龍
』
の
傍
線

部
⑦
を
典
拠
と
す
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
中
村
氏
の
指
摘
に
対
し
、
木
越

秀
子
氏
「『
英
草
紙
』
第
三
篇
―
蘊
蓄
に
つ
い
て
の
メ
モ
―
」（15
）

は
、
傍
線
部

⑧
の
部
分
の
典
拠
は
『
體
源
鈔
』
に
求
め
ら
れ
る
と
し
て
、
中
村
氏
の
論
を
退

け
た
。
し
か
し
、『
文
心
雕
龍
』
巻
二
「
楽
府
」
全
体
に
ま
で
視
野
を
広
げ
れ

ば
、
庭
鐘
が
『
文
心
雕
龍
』
を
参
観
し
て
い
た
こ
と
を
簡
単
に
否
定
は
で
き
な

い
。
岡
白
駒
施
訓
の
和
刻
本
『
文
心
雕
龍
』
が
享
保
十
六
年
に
刊
行
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
鑑
み
て
も
、
庭
鐘
が
『
文
心
雕
龍
』
を
読
ん
で
い
た
可
能
性
は
十
分

に
考
え
ら
れ
よ
う
。
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『
文
心
雕
龍
』
巻
二
「
楽
府
」
に
は
、
ま
た
、
次
の
よ
う
な
記
述
も
あ
る
。

�
武
帝
禮
を
崇
び
、
始
め
て
楽
府
を
立
つ
る
に
暨
び
、
趙
・
代
の
音
を
總
べ
、

齊
・
楚
の
氣
を
撮
む
。
延
年
は
曼
聲
を
以
て
律
を
協
へ
、
朱
・
馬
は
騒
體

を
以
て
歌
を
製
す
。
桂
華
の
雑
曲
は
、
麗
に
し
て
經
な
ら
ず
、
赤
雁
の
羣

篇
は
、
靡
に
し
て
典
に
非
ず
。
⑨

河
閒
雅
を
薦
め
た
る
も
罕
に
御
せ
ら
る
、

故
に
汲
黯
譏
を
天
馬
に
致
す
な
り
。

武
帝
は
、
礼
楽
を
尊
重
し
て
楽
府
を
設
立
し
、
趙
・
代
・
斉
・
楚
の
曲
を
収

集
し
た
。
そ
し
て
傍
線
部
⑨
に
み
え
る
よ
う
に
、
河
閒
の
献
王
は
雅
楽
を
武
帝

に
献
上
し
た
が
、
武
帝
は
、
そ
れ
を
め
っ
た
に
演
奏
さ
せ
る
こ
と
は
な
く
、
雅

楽
に
親
し
ん
で
は
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
汲
黯
は
、
武
帝
が
天
馬
を
得
て
喜

び
の
歌
を
作
っ
た
こ
と
を
批
難
し
た
と
い
う
。
な
お
、
河
閒
の
故
事
は
、
河
閒

の
献
王
が
、
雅
楽
を
よ
く
す
る
こ
と
は
治
道
に
通
じ
る
と
い
う
考
え
か
ら
、
武

帝
に
雅
楽
を
献
上
し
た
が
、
武
帝
は
そ
れ
を
日
頃
か
ら
演
奏
さ
せ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
と
い
う
『
漢
書
』「
礼
楽
志
」
の
故
事
に
よ
る
。
汲
黯
の
故
事
は
、
武

帝
が
名
馬
を
手
に
入
れ
た
際
に
歌
を
作
っ
た
の
に
対
し
、
汲
黯
が
、
名
馬
を
手

に
入
れ
た
程
度
の
こ
と
で
作
っ
た
歌
は
祭
事
を
行
う
宗
廟
の
前
で
演
奏
す
る
よ

う
な
歌
に
は
な
り
え
な
い
と
批
難
し
た
と
い
う
『
史
記
』「
楽
書
」
の
故
事
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。

『
文
心
雕
龍
』
に
見
え
る
武
帝
の
姿
は
、『
英
草
紙
』
に
お
け
る
後
醍
醐
帝
の

姿
と
重
な
る
。「
豊
原
兼
秋
」
に
お
い
て
、
後
醍
醐
帝
は
「
燕
な
る
曲
の
み
」

求
め
て
い
た
。
ま
た
、「
後
醍
醐
」
に
お
い
て
、
後
醍
醐
帝
は
、
馬
を
愛
し
て

天
馬
の
到
来
を
こ
と
の
ほ
か
喜
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。「
後
醍
醐
」
に
お
け
る
天

馬
到
来
の
話
は
『
太
平
記
』
巻
第
十
三
「
竜
馬
進
奏
事
」
に
由
来
す
る
が
、
そ

れ
に
し
て
も
武
帝
と
後
醍
醐
帝
が
と
も
に
天
馬
を
寵
愛
し
て
い
る
の
は
示
唆
的

で
あ
る
。『
英
草
紙
』
第
一
篇
・
第
三
篇
に
お
け
る
後
醍
醐
帝
は
、『
文
心
雕
龍
』

の
描
く
理
想
と
す
る
先
王
の
在
り
方
に
背
き
、
批
判
さ
れ
る
べ
き
武
帝
の
姿
に

よ
く
重
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。『
英
草
紙
』
の
後
醍
醐
帝
が
「
楽
」
の
本
質
を

知
ら
な
い
帝
と
し
て
造
型
さ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、「
豊
原
兼
秋
」
に
お
け
る

楽
人
兼
秋
は
、
楽
を
も
っ
て
仕
え
る
も
の
の
立
場
か
ら
、
そ
の
為
政
者
と
し
て

の
不
適
格
性
を
悟
っ
て
、
み
ず
か
ら
帝
の
も
と
を
去
っ
た
の
で
あ
る
。
傍
線
部

②
に
お
け
る
兼
秋
の
後
醍
醐
帝
批
判
は
、「
楽
」
の
本
質
に
鑑
み
れ
ば
、
決
し

て
性
急
な
結
論
で
は
な
か
っ
た
の
だ
。
兼
秋
は
、
臣
下
と
し
て
は
後
醍
醐
帝
に

与
す
る
こ
と
は
な
く
と
も
、
隠
居
の
後
も
南
朝
と
の
交
際
を
断
つ
こ
と
は
な

か
っ
た
。
兼
秋
が
「
折
節
は
吉
野
の
皇
居
へ
も
参
」っ
た
（
傍
線
部
⑤
）
の
は
、

政
治
と
は
関
わ
り
の
な
い
浅
い
交
わ
り
で
あ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。「
楽
」
に
則
っ

た
兼
秋
の
姿
勢
に
こ
そ
、
本
話
の
主
題
が
存
す
る
の
で
あ
る
。

五

先
行
研
究
は
、
総
じ
て
、「
豊
原
兼
秋
」
の
主
題
を
「
琴
」
に
見
出
そ
う
と

し
て
き
た
と
い
え
る
。
石
破
氏
「
都
賀
庭
鐘
の
翻
案
態
度
―
『
英
草
紙
』
第
三

篇
に
お
け
る
琴
を
中
心
に
」（16
）

は
、「
豊
原
兼
秋
」
と
白
話
に
お
け
る
「
琴
」

の
描
か
れ
方
の
違
い
か
ら
「
豊
原
兼
秋
」
に
政
治
性
を
読
み
取
り
、
稲
田
氏

「
演
義
の
主
題
―
都
賀
庭
鐘
『
英
草
紙
』
考
―
」（17
）

は
、「
琴
」
を
通
じ
て
交

友
す
る
と
い
う
話
柄
に
名
分
論
の
モ
チ
ー
フ
が
あ
る
と
論
じ
た
。
こ
れ
ら
「
豊

原
兼
秋
」
の
主
題
を
「
琴
」
に
読
み
取
ろ
う
と
す
る
傾
向
は
、
白
話
か
ら
の
影

響
を
大
き
く
捉
え
る
姿
勢
に
由
来
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
翻
案
に

あ
た
っ
て
、
庭
鐘
が
「
琴
」
を
題
名
に
取
り
入
れ
て
い
な
い
こ
と
に
注
意
す
べ

き
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
先
行
研
究
は
、「
知
音
」
の
語
に
「
豊
原
兼
秋
」
の
主
題
を
求
め
る
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き
ら
い
も
あ
っ
た
。
木
越
秀
子
氏
「
樵
夫
横
尾
時
陰
―
『
英
草
紙
』
第
三
篇
再

考
―
」（18
）

は
、
兼
秋
が
時
陰
の
よ
う
に
「
音
を
知
る
」
こ
と
は
で
き
な
い
人

物
で
あ
る
と
し
た
う
え
で
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

�「
音
を
知
る
」「
音
を
聞
き
と
る
」
と
は
、
歌
詞
や
譜
の
な
い
琴
の
音
か
ら
、

世
の
中
の
「
存
亡
吉
凶
」
を
聴
き
取
る
こ
と
が
出
来
る
能
力
と
い
う
こ
と

に
な
る
。（
中
略
）
兼
秋
と
時
陰
が
義
兄
弟
の
契
り
を
結
び
、「
足
下
の
伝

へ
ら
れ
し
事
も
聞
き
、
我
が
伝
へ
し
故
実
も
語
り
」
合
お
う
と
提
案
す
る

こ
と
も
原
話
よ
り
切
実
な
意
味
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。
琴
の
音
か
ら
国
の

「
存
亡
吉
凶
」
を
予
知
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
難
を
避
け
る
こ
と
が
で
き

る
。
兼
秋
が
時
陰
と
の
義
兄
弟
の
契
り
に
托
し
た
の
は
「
存
亡
吉
凶
」
を

「
音
に
聴
き
取
る
」
た
め
の
秘
曲
の
継
承
と
い
う
こ
と
に
あ
っ
た
。

木
越
氏
は
、「
音
を
知
る
」
こ
と
と
「
音
を
聴
く
」
こ
と
を
同
義
と
し
、「
琴
」

の
音
か
ら
国
の
「
存
亡
吉
凶
」
を
予
知
す
る
能
力
と
し
て
い
る
。

「
豊
原
兼
秋
」
に
お
い
て
、
兼
秋
は
、
出
会
っ
た
ば
か
り
の
時
陰
に
対
し
て

「
唐
土
に
も
音
を
知
る
も
の
は
、
其
の
弾
ず
る
音
を
聴
き
て
、
其
の
人
の
思
念

す
る
所
を
知
る
。
我
今
思
ふ
所
あ
ら
ば
、
儞
琴
音
を
聞
き
て
是
を
知
る
や
否

や
」
と
述
べ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
「
音
を
知
る
」
と
は
演
奏
者
の
思
念
を
感
じ

取
る
こ
と
で
あ
り
、「
存
亡
吉
凶
」
を
察
知
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
時
陰
は
、

兼
秋
の
曲
の
心
を
見
事
に
言
い
当
て
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
自
ら
が
源
義
家
か

ら
琵
琶
の
伝
授
を
受
け
た
家
の
末
裔
で
あ
り
、
管
の
譜
に
合
わ
せ
て
曲
を
聴
き

取
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
挙
げ
る
。
そ
の
直
後
の
兼
秋
と
時
陰
の
会
話
を
以

下
に
引
用
す
る
。

�

兼
秋
、「
さ
れ
ば
こ
そ
聞
き
及
び
た
る
堪
能
の
家
に
て
お
は
す
れ
。
た
と

へ
其
の
家
に
て
も
、
た
だ
糸
竹
の
程
拍
子
を
よ
く
覚
え
た
る
ば
か
り
に

て
、
君
が
ご
と
く
に
音
を
知
る
も
の
は
、
未
だ
我
が
朝
に
聞
き
及
ば
ず
。

我
も
琴
を
弾
ず
れ
ど
も
、
⑩

君
が
ご
と
く
に
音
を
聞
き
と
る
事
は
及
ば
ず
。

是
天
性
の
聡
明
に
し
て
、
伝
へ
の
為
す
べ
き
に
あ
ら
ず
」。
時
陰
云
ふ
、

「
⑪

琴
は
古
代
の
音
な
る
ゆ
ゑ
に
、
其
の
音
に
頌
歌
あ
り
て
聴
く
べ
し
。
今

の
糸
竹
に
て
は
、
譜
な
き
も
の
の
聴
き
と
ら
る
べ
き
に
あ
ら
ず
。
全
体
皆

興
あ
る
音
な
れ
ば
、
存
亡
吉
凶
い
か
ん
ぞ
音
に
聴
き
と
る
べ
き
」。
兼
秋

云
ふ
、「
足
下
の
ご
と
く
音
を
識
る
人
あ
り
て
こ
そ
、
我
が
琴
の
甲
斐
も

あ
る
べ
し
。
是
以
後
結
ん
で
兄
弟
と
な
り
、
足
下
の
伝
へ
ら
れ
し
事
も
聞

き
、
我
が
伝
へ
し
故
実
も
語
り
て
、
再
び
足
下
の
家
を
も
興
す
べ
き
は
か

り
事
を
な
さ
ん
」
と
、
互
に
心
を
傾
け
て
、
時
陰
は
二
十
六
歳
に
て
、
兼

秋
一
歳
長
じ
た
れ
ば
と
て
、
兄
と
敬
ひ
ぬ
。

時
陰
は
、
今
日
の
曲
で
は
国
の
「
存
亡
吉
凶
」
は
測
れ
な
い
が
、
古
代
の

「
音
」
か
ら
は
そ
れ
を
測
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
（
傍
線
部
⑪
）。
木
越
氏
は
、

こ
の
場
面
に
お
い
て
、
時
陰
が
兼
秋
に
対
し
て
、
国
の
「
存
亡
吉
凶
」
を
測
る

秘
曲
を
托
し
た
と
い
う
が
、
兼
秋
は
時
陰
に
出
会
う
以
前
か
ら
、「
音
」
に
「
存

亡
吉
凶
」
を
聴
き
取
る
能
力
を
持
っ
て
い
た
。

�

元
弘
三
年
の
夏
の
孟
、
清
女
が
更
な
り
と
称
ぜ
し
月
の
比
に
、
心
の
趣
く

事
あ
り
て
、
鳳
管
を
取
り
出
だ
し
、
呂
律
を
調
る
内
に
も
、
当
初
御
遊
に

参
り
て
目
出
た
か
り
し
事
共
を
思
ひ
出
で
て
、
懐
旧
の
涙
つ
つ
み
あ
へ

ず
、
再
び
還
幸
を
拝
み
奉
る
事
も
有
る
や
は
と
、
還
城
楽
を
籟
き
す
ま
し

け
る
に
、
い
つ
に
か
は
り
快
き
音
の
出
で
け
れ
ば
、
何
と
な
く
心
い
さ
み

し
て
、
音
声
に
心
を
と
ど
め
て
想
ふ
や
う
、
此
の
一
両
年
は
し
た
だ
み
た

る
音
の
み
出
で
て
、
我
が
運
命
の
拙
き
事
を
浅
間
敷
く
思
ひ
た
り
し
に
、

今
宵
主
上
の
事
を
懐
ひ
奉
り
て
調
べ
け
る
此
の
管
、
此
の
比
に
覚
え
ざ
る

妙
な
る
音
の
出
づ
る
事
、
考
ふ
る
に
、
近
頃
主
上
聖
運
を
開
か
せ
給
ふ
事

あ
る
べ
し
。
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物
語
冒
頭
、
兼
秋
は
後
醍
醐
帝
に
仕
え
て
い
た
頃
を
懐
か
し
み
、
笙
を
奏

し
、
そ
の
音
か
ら
帝
の
復
権
を
予
知
し
て
い
る
。
国
の
「
存
亡
吉
凶
」
を
、
自

ら
吹
く
還
城
楽
の
「
音
」
に
聴
き
取
っ
た
の
で
あ
る
。
兼
秋
は
、
時
陰
の
よ
う

に
は
「
音
」
を
聴
き
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
（
傍
線
部
⑩
）
と
告
白
し
て
い
る

が
、
帝
の
復
権
を
予
知
し
得
る
兼
秋
に
「
音
を
聴
く
」
能
力
が
皆
無
で
あ
っ
た

わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
兼
秋
に
は
、「
音
を
知
る
（
識
る
）」
能
力
、
つ
ま

り
、
奏
者
の
思
念
を
察
知
す
る
能
力
は
備
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
。
だ
が
、
楽
人

兼
秋
に
と
っ
て
重
要
で
あ
っ
た
の
は
、「
音
を
知
る
」
こ
と
で
は
な
く
、「
音
を

聴
く
」
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
行
為
は
右
の
場
面
に
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
て
お

り
、
こ
れ
こ
そ
が
題
名
に
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
「
音
を
聴
き
て
国
の
盛
衰
を
知

る
」
こ
と
な
の
で
あ
っ
た
。

「
知
音
」
の
語
に
着
目
し
た
丸
井
貴
史
氏
「
方
法
と
し
て
の
二
人
称
―
読
本

に
お
け
る
「
你
」
の
用
法
を
め
ぐ
っ
て
―
」（19
）

は
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

�

音
楽
論
か
ら
政
治
論
へ
の
展
開
は
原
話
に
は
な
い
。
す
な
わ
ち
琴
を
媒
介

と
し
た
友
情
の
物
語
に
、
庭
鐘
は
政
治
的
話
題
を
附
加
し
た
の
で
あ
る
。

�

そ
の
改
変
の
方
法
と
は
、「
知
音
」
と
い
う
語
に
、
本
来
の
意
味
と
は

別
に
政
治
的
な
意
味
を
持
た
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
本
作
に

は
、〈
音
を
知
る
〉
人
物
で
あ
る
時
陰
と
の
友
情
と
、〈
音
を
知
ら
ぬ
〉
人

物
で
あ
る
後
醍
醐
天
皇
へ
の
批
判
と
い
う
、
異
な
る
主
題
が
併
存
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
可
能
に
し
て
い
る
の
が
、「
知
音
」
と
い
う
語
に

付
与
さ
れ
た
意
味
の
二
重
性
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

丸
井
氏
は
、「
豊
原
兼
秋
」
作
中
の
「
知
音
」
の
語
に
「
音
を
知
ら
ぬ
」
後

醍
醐
帝
へ
の
批
判
の
意
味
を
見
出
そ
う
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、「
知
音
」
の

語
に
は
、
本
来
的
に
も
、「
豊
原
兼
秋
」
の
物
語
中
に
も
、
政
治
性
は
含
ま
れ

て
い
な
い
。
何
よ
り
、「
豊
原
兼
秋
」
に
お
い
て
、
兼
秋
自
身
も
「
音
を
知
ら

ぬ
」
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。「
豊
原
兼
秋
」
の
政
治
性
は
、

「
音
」「
楽
」
の
本
義
に
立
ち
返
っ
て
初
め
て
浮
か
び
あ
が
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

兼
秋
が
「
音
を
聴
き
て
国
の
盛
衰
を
知
」っ
た
場
面
を
思
い
返
し
て
み
よ
う
。

物
語
の
初
め
、
兼
秋
が
後
醍
醐
帝
の
復
権
を
予
知
し
た
際
に
演
奏
し
て
い
た
楽

器
は
、「
鳳
管
」、
す
な
わ
ち
笙
の
笛
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
物
語
の
終
盤
、
兼

秋
が
後
醍
醐
帝
の
政
権
も
長
く
は
続
か
な
い
こ
と
を
予
知
し
た
の
は
、
帝
が

「
仮
初
の
御
遊
に
琵
琶
箏
な
ど
弾
じ
さ
せ
給
ふ
に
も
、
燕
な
る
曲
の
み
造
ら
ん

と
望
」
む
か
ら
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
兼
秋
は
、「
琵
琶
箏
な
ど
」
の
楽
器
の
音

を
聴
い
て
い
る
。
原
話
の
「
琴
」
の
物
語
は
、「
豊
原
兼
秋
」
に
お
い
て
、
笛
・

琵
琶
・
箏
・
琴
な
ど
多
種
多
様
な
楽
器
を
め
ぐ
る
物
語
と
な
り
、「
音
」「
楽
」

全
般
の
問
題
に
敷
衍
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
問
題
が
「
音
」「
楽
」
の
本
質

に
潜
む
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

原
題
で
あ
る
「
兪
伯
牙
摔
琴
謝
知
音
」
は
、
原
話
の
「
琴
」
を
介
し
て
得
た

「
知
音
」
と
い
う
主
題
を
端
的
に
表
し
て
い
る
。
そ
の
原
話
を
、
庭
鐘
は
、「
豊

原
兼
秋
音
を
聴
き
て
国
の
盛
衰
を
知
る
話
」
と
翻
案
し
た
。
こ
の
題
名
に
こ
そ

「
豊
原
兼
秋
」
の
主
題
が
如
実
に
表
れ
て
い
る
。「
琴
」「
知
音
」
と
い
う
原
話

の
主
題
は
、
翻
案
上
の
表
面
的
な
符
合
に
過
ぎ
な
い
。『
文
心
雕
龍
』
の
規
定

す
る
「
音
」「
楽
」
の
本
義
と
、
そ
こ
に
含
ま
れ
る
政
治
性
こ
そ
、「
豊
原
兼
秋
」

の
真
の
主
題
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

【
注
】

 

（
１
）�
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
英
草
紙
・
西
山
物
語
・
雨
月
物
語
・
春
雨

物
語
』「
豊
原
兼
秋
音
を
聴
き
て
国
の
盛
衰
を
知
る
話
」
頭
注
（
小
学
館
、

平
成
七
年
）

 

（
２
）�

麻
生
磯
次
「
讀
本
の
發
生
と
支
那
文
學
の
影
響
」（『
江
戸
文
學
と
中
國
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文
學
』、
三
省
堂
、
昭
和
三
十
年
二
月
）

 
（
３
）�

石
破
洋
「
都
賀
庭
鐘
の
翻
案
態
度
―
『
英
草
紙
』
第
三
篇
に
お
け
る
琴

を
中
心
に
」（『
東
方
学
』
第
五
十
五
輯
、
東
方
學
會
、
昭
和
五
十
三
年

一
月
）

 

（
４
）�

丸
井
貴
史
「
方
法
と
し
て
の
二
人
称
―
読
本
に
お
け
る
「
你
」
の
用
法

を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
読
本
研
究
新
集
』
第
七
集
、
読
本
研
究
の
会
、
平

成
二
十
七
年
六
月
）

 

（
５
）（
３
）
に
同
じ

 

（
６
）�

以
下
、『
英
草
紙
』
本
文
は
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
英
草
紙
・

西
山
物
語
・
雨
月
物
語
・
春
雨
物
語
』（
小
学
館
、
平
成
七
年
）
に
よ
る
。

 

（
７
）（
１
）
に
同
じ

 

（
８
）�

木
越
秀
子
「『
英
草
紙
』
第
三
篇
―
蘊
蓄
に
つ
い
て
の
メ
モ
―
」（『
北

陸
古
典
研
究
』
二
十
五
号
、
北
陸
古
典
研
究
會
、
平
成
二
十
二
年
十
一

月
）

 

（
９
）�『
體
源
鈔
』
本
文
は
、
覆
刻
日
本
古
典
全
集
『
體
源
鈔
』（
現
代
思
潮
新

社
、
平
成
十
八
年
）
に
よ
る
。

 

（
10
）�

石
破
洋
氏
「
都
賀
庭
鐘
の
翻
案
態
度
―
『
英
草
紙
』
第
三
篇
に
お
け
る

琴
を
中
心
に
」（『
東
方
学
』
第
五
十
五
輯
、
東
方
學
會
、
昭
和
五
十
三

年
一
月
）
は
、
豊
原
兼
秋
の
生
没
に
つ
い
て
「
吉
野
朝
時
代
の
楽
人
で
、

弘
安
九
年
（
一
二
八
六
）
に
生
ま
れ
、『
體
源
鈔
』（
一
三
、
豊
原
の
系

譜
）
に
よ
れ
ば
、
四
七
歳
で
沒
し
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
弘
安
九

年
と
元
弘
三
年
の
間
に
は
四
十
七
年
の
年
月
が
あ
る
。

 

（
11
）�

稲
田
篤
信
「
演
義
の
主
題
―
都
賀
庭
鐘
『
英
草
紙
』
考
―
」（『
名
分
と

命
禄

上
田
秋
成
と
同
時
代
の
人
々
』、
ぺ
り
か
ん
社
、
平
成
十
八
年
、

初
出
「
都
賀
庭
鐘
・
演
義
の
主
題
―
『
英
草
紙
』
考
―
」、『
読
本
研
究

新
集
』
第
三
集
、
翰
林
書
房
、
平
成
十
三
年
十
月
）

 

（
12
）�

拙
稿
「『
英
草
紙
』
第
一
編
に
お
け
る
「
諫
」
を
め
ぐ
っ
て
―
『
太
平
記
』

を
軸
と
し
て
―
」（『
山
口
国
文
』
第
四
十
号
、
山
口
大
学
人
文
学
部
国

語
国
文
学
会
、
平
成
二
十
九
年
三
月
）

 

（
13
）�『
文
心
雕
龍
』
本
文
は
、
新
釈
漢
文
大
系
『
文
心
雕
龍
』（
明
治
書
院
、

昭
和
四
十
九
年
、
五
十
三
年
）
に
よ
る
。

 

（
14
）（
１
）
に
同
じ

 

（
15
）（
８
）
に
同
じ

 

（
16
）（
３
）
に
同
じ

 

（
17
）（
11
）
に
同
じ

 

（
18
）
木
越
秀
子
「
樵
夫
横
尾
時
陰
―
『
英
草
紙
』
第
三
篇
再
考
―
」（『
近
世

文
藝
』
九
十
一
号
、
日
本
近
世
文
学
会
、
平
成
二
十
二
年
一
月
）

 

（
19
）（
４
）
に
同
じ

［
付
記
］

本
稿
は
、
第
四
十
二
回
山
口
大
学
人
文
学
部
国
語
国
文
学
会
に
お
け
る
口
頭

発
表
「『
英
草
紙
』
第
三
篇
に
お
け
る
「
音
」」
に
基
づ
き
、
そ
の
席
上
及
び
発

表
後
に
示
さ
れ
た
指
摘
を
吸
収
し
た
も
の
で
あ
る
。

�

（
か
わ
た
・
ま
さ
き
）
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